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対象は幽門側胃切除術を施行し， Billroth 1 法にて再建した 1 2例である。術前の 5 Og経口的フ守ド
ウ糖負荷試験の結果iとより， 7 例が糖尿病型(糖尿病群)， 5例が正常型(正常群)であった。糖尿病群
は全例，糖尿病に対する内科的治療歴はなく，肥満症例は含まれていない。
上記 1 2 例の術前，術後の早朝空腹時に 5 Og ブドウ糖負荷試験を施行した。負荷前ならびに負荷後経
時的に 1 8 0 分間にわたり，末梢静脈血を採取し，血禁中GIP 値を測定した。
ブドウ糖負荷後初期のGIP分泌の指標として，負荷後 6 0 分聞にわたる，負荷前値からの変化量の総
和を，負荷後後期のGIP分泌の指標として，負荷後 120分から 1 8 0 分にわたる，負荷前値からの変





糖尿病群においては，術後の糖負荷後初期のGIP分泌は 26963 士 2 8 3 2 pg.min/ml であり，
術前の 1 4 6 4 9 士 2 0 7 2 pg. min/ml に比し，有意に高値であった。負荷後後期のGIP分泌は，
術後は 3 1 9 9:t 2 6 4 4 pg ~ m i nlm 1 であり，術前の 1 5 3 2 4:t1 8 3 6 pg. m i n/ml に比し，
有意に低値であった。 GIP総分泌量は，術後は 3 5 3 9 2:t5 7 7 7 pg.min/ml であり，術前の
4 7 6 5 6 :t 0 3 9 pg" mi n/m 1 に比し，有意に低値であった。
正常群においては，糖負荷後初期のGIP分泌は，術後は 3 8 2 2 9 :t 8 3 6 pg. m i n I m1 であり，
術前の 1 3 1 1 2:t3 4 7 8 pg. mi n/m 1 に比し，有意に高値であった。負荷後後期のGIP 分泌は，
術前は 1 9 9 4 7 :t5 4 7 8 pg.mi n/ml ，術後は 1 2 7 5 O:t3 5 0 4 pg. m i nlm 1 であり，両者
の間 lと有意差は認められなかった。 GIP総分泌量は，術後は 7 9 0 8 8:t1 6 2 6 9 pg" min/m 1 で









本研究は，糖尿病患者ならび、に耐糖能正常者のGastric lnhibitory Polypeptide (G 1 P) の
分泌動態を，幽門側胃切除術前後lζ経口的ブドウ糖負荷iとより検索したものである。その結果，糖尿病患
者の胃切除術後のGIP分泌は，術前に比し，糖負荷後初期 (0 -1 時間)に有意に増加し，後期 (2 -
3 時間)には有意に低下し， G 1 P総分泌量は有意に低下する乙とを観察している。一方，耐糖能正常者
の胃切除術後には， G 1 P初期分泌量ならびに総分泌量は，ともに術前に比し有意に増加する乙とを観察
している。本研究は，糖尿病患者の胃切除術後のGIP分泌動態の変化の特異性を明確にしたものである o
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